











































































































































Slack の「語彙 - vocab」チャンネルに、①予習シート、②Quizlet の URL、③授業用シート
の自作教材３点をアップロードし、授業までに①と②に目を通し、練習しておくよう連絡した。
３．２．２ 文法

















Slack の「会話 - marugoto」チャンネルに、①予習用『まるごと』語彙リスト、②予習用『ま
るごと』漢字語彙リスト、③Quizlet の URL、④教材URL〔授業用〕をアップロードし、授業
までに①～③で予習しておくよう連絡した。
３．３ ２週目：「授業期間」「ふりかえり」―オンライン授業と学習支援
２週目から同期型授業を開始した。開始時のオリエンテーションでは、研修目標の確認、２週
目の予定、内容などの説明に加え、Zoomのブレイクアウト機能を使った小グループでの自己
紹介、１週目の自習（予習）期間に得られた学び方への気づきの共有等の活動をおこなった。
また、受講中のルールとして、参加者は疑問があればいつでも質問してよく、それに対する答
えは講師からとは限らず参加者からでもかまわないとし、参加者間での学び合いも奨励した。
３．３．１ 語彙
授業の最初で「予習シート」の問題の答え合わせや、意味と用法の確認を小グループでおこ
なうことで、ことばの意味と使い分けに対する理解を深めた。続いて、各自で授業用シートの
問題を解き小グループで答え合わせをしたあと、最後に講師が全体に向けて解説をした。授業
後は宿題を課し、理解度に応じて個別にフィードバックをした。
３．３．２ 文法
予習用練習問題の答え合わせをすることで理解を固めた。事前の採点で講師は正解者を把握
しているので、正解者にその答えを選んだ理由を説明してもらう方法で授業を進めた。参加者
は自分がいつ指名されてもいいように集中していた。そして、指名されても自分は正解してい
るとわかっているため自信をもって解説できた。授業後には復習用練習問題を宿題とし、予習
用練習問題の結果と比較して主に理解が不足している項目についてフィードバックをした。
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図５ 会話の宿題提出の様子
図６ 漢字の宿題提出の様子
３．３．３ 会話
授業は『まるごと』
を使用し、トピックに
関するスキーマの活性
化、Can-do の確認、聞
く練習、話す練習をし
た。話す練習では「ブ
レイクアウト」機能を
使い、小グループに分
かれて練習した。授業
後は図５のように、Slack に①Can-do チェックによる自己評価、②話す練習の時に話した内容
を提出してもらった。フィードバック時には自習のために『まるごと』の関連サイトを紹介し
た。
３．３．４ 漢字
授業では予習した漢字を練習シー
トで確認した。まず、問題を解いて
から、漢字の書き順を確認して書く
練習をした。授業後はSlack に①宿
題シート、②授業の練習問題の解答、
③復習用Quizlet の URLをアップ
ロードした。図６はある参加者によ
る課題の提出画面であるが、手書き
の文字であっても撮影したものを添
付ファイルで提出することによって
表記の正しさを確認することができ
た。
３．４ 宿題・フィードバックによる学習支援
授業終了後は学習内容を整理したり理解を確かめるための宿題を課し、参加者はいつでも講
師にサポートを求めることができるようにした。宿題へのフィードバックでは正解を明らかに
せず、解き方のヒントやストラテジーをアドバイスするだけにとどめ、参加者が自ら答えを導
き出せるまで何度でも繰り返した。
オンラインによる自律的な学びをめざした研修デザイン
－81－
４．ふりかえりシートからみえる参加
者の反応
JFBKKにおいて初めてのオンライン研
修であった本研修を分析するにあたり、図１
にある「研修のふりかえり」を実施し、こ
の時間に「体験ふりかえりシート」に記入
してもらった。このシートはGoogle form
で作成し、研修全体への満足度、研修の内
容、ツールや期間、今後の実施希望、感想・
コメントの５つについてふりかえっても
らった。
右図の「１．NBUオンライン研修全体に
ついて」にある通り、研修への満足度につ
いては１００％満足という回答が得られた。
「２．NBUオンライン研修について」で
研修の内容に関してきいた。「自習の効果
は実感できたか」、「授業の効果は実感でき
たか」、「教師のサポートへの満足度」のそ
れぞれについては１００％が「実感できた」、
「満足」と答えた。自習（予習）期間の効
果は「予習でわかっていなかった部分を発
見できた」、「授業内で理解できていないこ
とが確認することができた」というように
理解を深める効果があったと参加者が感じ
ていることがわかった。「他の参加者教師
とのやり取りの有無（授業以外）」につい
ては８名中３名、３７．５％が「ない」と回答し
た。さらに、「オンラインによるストレス
／心配だった点」を自由に記述してもらう
ようにしたが、全員が「ない」と答えた。
次に、「３．オンライン研修のツールや期
間について」の「研修期間は適当か」では、
「適当である」が３７．５％、「やや適当である」 図７ 「体験ふりかえりシート」項目１から３の結果
国際交流基金日本語教育紀要 第１７号（２０２１年）
－82－
が５０％を占めた。「もっと勉強したい」、「授業期間を２週間にしてほしい」という意見が書かれ
ており、次回は期間を延ばす、または内容を増やすことを検討してもよさそうだ。続いて、「一
日の学習量は適当か」、「Slack、Zoom、Quizlet は学習の役に立ったか」という項目には、そ
れぞれ全員が「適当である」、「役に立った」と回答した。コメントには「自分のための勉強に
も役に立つし、自分の授業に生かすこともできる」、「３つのツールは情報共有がしやすいです。
コミュニケーションも情報共有もしやすい。学習内容も復習できて対面授業のように学べた」
と書かれていた。
そして、４つ目の項目「今後の実施希望」には全員が希望すると回答し、日本語能力試験対
策、文法、聴解、会話、教授法に関する授業の需要が高かった。最後の５つ目の項目「感想・
コメント」には同様の意見とともに本研修を継続してほしいという要望も書かれた。
５．フォローアップインタビューからみえる研修成果
「体験ふりかえりシート」の記述から掘り下げたい項目をいくつか選んで参加者全員を対象
にフォローアップインタビューを実施した。下記にインタビューで参加者から聞き取ったこと、
および内容から報告者が考察したことを述べる。
５．１ 自習（予習）の効果
研修の１週目を自習（予習）期間とし、それが２週目の授業にどのように影響したかを聞いた
ところ、「予習をせずに授業に参加するよりも理解が深まった」と複数名が述べた。自習では
理解できなかった項目を授業での講師とのやり取りの中で確認、質問できたという。
今回は短期研修での学びを継続的な学びにつなげたいという目的で、自律的な学びを体験す
る自習（予習）期間を重視し、「予習で学び、授業で確認・練習をする」研修デザインを試み
た。自習（予習）期間で理解できたこと、理解できなかったことを事前に自らが把握すること
で、翌週へのレディネスが整い安心感が得られたこと、また、時間に縛られることなく自分の
ペースで学習を進められることも授業への動機を高める効果があったのではないかと思われる。
５．２ 自習（予習）を前提とした授業の効果
授業について聞いた結果、「授業では講師が学習内容を説明したり学習方法を指導したりし
てくれたため、もっと努力したくなった」、「あまりよくできていないことをどのように学んだ
らいいかアドバイスしてくださった」というコメントのほか、「オンライン授業で学び、友達
と意見交換するためには予習しておかなければならない」というコメントもあり、授業参加が
自習の動機づけになっていたことが明らかになった。実際に、参加者は自習で学んだことを授
業に持ち寄って、教え合い、意見を交わしながら学びを深めているようだった。
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５．３ 参加者同士の交流
「体験ふりかえりシート」で授業時間外にも参加者間でのやり取りがあったかどうかをきい
た。「ある」と回答した参加者らは大学時代の知人同士、過去に同じセミナーに参加していた
者同士で、自習（予習）期間から課題の理解確認や答え合わせなどで連絡を取り合っていた。
このように、知り合い同士は全期間を通してやり取りしていたことがわかった。
インタビュー時に、参加者間の交流を促すオンライン活動のアイデアをきいてみたところ、
「授業後の宿題を共同で取り組めるものにしてはどうか」、「交流を深めるためにお昼ご飯の時
間もオンライン接続したらどうか」などの有益なコメントが得られた。そして、思いがけない
ことに、参加者からの声かけにより勉強会が立ち上がり、研修終了後も交流が続いている。
５．４ 教師目線での参加
参加者は受講生であると同時に教師でもあり、コロナ禍におけるオンライン授業、ツールの
使用、教材作成を自分事として捉え、自分の授業にも取り入れたいと述べた。ある参加者はタイ
の中等教育機関で選択科目として日本語を学ぶ教材『こはるといっしょに にほんごわぁ～
い』（国際交流基金バンコク日本文化センター ２０１２a、２０１２b）（以下、『こはる』）のクイズを
Quizlet で作成し、コロナ禍の生徒たちの日本語学習を支援した。その後、クイズをほかの研
修参加者にも共有し、『こはる』シリーズのクイズを作成するメンバーを募った。このような
活動がタイの日本語教育への貢献につながればと願う。自らが主体的に学ぶだけでなく、生徒
のために主体的に活動を起こす動きが生まれたことは喜ばしく、今後も参加者やその活動を支
援していきたい。
６．まとめと今後の課題
体験ふりかえりシートやフォローアップインタビューの結果から、１週目を自習（予習）期
間に、２週目を授業期間とする研修デザインは好評であったことがわかった。Slack を使用した
非同期型自習（予習）で授業の参加準備をし、その後同期型授業で知識を運用するという流れ
は、主体的な学びをメインとし、時間を有効に使いたいオンライン学習に適しているといえる。
自習（予習）は翌週の授業への動機づけ、さらに言えば研修後の自律的な学びにもつながる
カギとなる大事な過程である。そして、予習期間を含め全期間を通して、参加者の理解度に応
じた個別支援や主体的な学びを促すコミュニケーションを心がけるのはもちろん、参加者間の
交流にも配慮していかなければならないことを実感した。
急きょ実施したトライアル研修であったが、参加者の協力的な姿勢や教師としての多角的な
視点による気づきによって、教師の役割、授業の進め方、ツールや教材の使い方、参加者間の
交流など、今後検討しなければならない点へのヒントやアイデアが多く得られた。
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今回興味深かったのは、文法の授業で実践した「予習用練習問題の正答者の解説を交えなが
ら授業を進める」という学びの形が研修終了後に参加者が立ち上げた勉強会にも受け継がれた
ことである。自らが選んだ教材をSlack でシェアし、各自で問題を解いて採点を済ませてから、
授業と同じように正答者が交代で解説するという学びの場が生まれている。
参加者による勉強会や教材作成の活動は、本研修の目的でもあった主体的な学びや教えを象
徴するものとなった。コロナ禍において、参加者は日本語使用の機会、情報交換の機会を切望
しており、今回の主体的かつ協力的な参加姿勢からオンライン教師研修のさらなる可能性を感
じた。「NBUオンライントライアル」は報告者と参加者が気づきを与え合い一緒に作り上げた
研修であるといえる。
〔注〕
（１）チームコミュニケーションツール。Slack の概要について以下のウェブページを参照のこと。
＜https://slack.com/intl/ja-jp/＞（２０２０年８月２０日）
（２）オンライン学習ツール。Quizlet の概要について以下のウェブページを参照のこと。
＜https://quizlet.com/＞（２０２０年８月２０日）
（３）クラウドコンピューティングを使用したWeb 会議サービス。Zoomの概要については以下のウェブ
ページを参照のこと。
＜https://zoom.us/＞（２０２０年８月２０日）
（４）日本語パートナーズは、国際交流基金アジアセンターの人材派遣事業であり、アジアの中学・高校など
の日本語教師や生徒のパートナーとして、授業のアシスタントや日本文化の紹介を行う人材を送り出し
ている。日本語パートナーズは現地の日本語教師をカウンターパートとして活動する。タイにおいては
２０２０年現在第８期の実績がある。
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